
Ⅱ 次世代育成支援対策推進行動計画を踏襲した新計画の策定方針

【法で定める子ども・子育て支援事業計画部分】

子ども・子育て支援事業計画に定められている事業は以下

のとおりとなっており，施策の方向と整合を図っていま

す。（必：必須記載事項,任：任意記載事項） 

Ⅰ 子ども・子育て支援新制度に基づく新計画策定にあたって

基本理念 ともに育てよう 親子のきずな 地域のきずな

１ 社会的背景

○急速な少子化の進行

○子育ての孤立感と負担感の増加

○深刻な待機児童問題

○子ども・子育て支援が質・量ともに不足

○結婚・出産・子育ての希望がかなわない現

状

○放課後児童クラブの不足

○Ｍ字カーブ（３０歳代で低い女性の労働力

率）

○質の高い幼児期の学校教育の重要性

○子育て支援の制度・財源の縦割り

○地域の実情に応じた提供体制が不十分

３ 芦屋市上位・関連計画における子育て支援の方向性

【総合計画】 

目標４ 子どもたちが社会へ羽ばたけるようたくましく育っている 

目標５ 地域で安心して子育てができている 

【関連計画における子育て支援の方向性】 

○芦屋市地域福祉計画           ○芦屋市健康増進・食育推進計画  

○芦屋市障害者（児）福祉計画       ○芦屋市男女共同参画行動計画  

○芦屋市教育振興計画           ○芦屋市生涯学習推進基本構想 

                                    など 

５ 芦屋市次世代育成支援対策推進行動計画＜後期＞ 子育て未来応援プラン ６ 芦屋市の子ども・子育てを取り巻く現状（課題）

【統計データより】 

・就学前児童数は年々減少している。 

・合計特殊出生率は，全国や県の水準を下回っ

て推移している。 

・男女ともに晩婚化が進んでいる。30～39 歳の

男性を除き，未婚率は国と県より高い。 

・認可保育所の定員枠を増やしてきているが，

それに伴い在籍者も増加しており，平成 22

年以降在籍割合は 100％を超えている。 

・幼稚園在籍者は，ゆるやかに減少傾向にあり,

平成 25 年の在籍割合は，60.1％となってい

る。 

【子育て支援に関するアンケート調査（速報値）より】

・今後利用したい事業は複数回答の中で，「幼

稚園」が最も高く，次いで「幼稚園の預かり

保育」が高くなっている。また，０～１歳で

は「認可保育所」の利用希望が５割以上とな

っている。  

・教育・保育事業を選ぶことを想定した場合，

重視することは，「教育・保育の内容や方針

が希望にあう」が最も高く，次いで「教育・

保育者の質」が高い。 

・認定こども園設置に取り組むことは，０歳で

は進めてほしいと考える人が約７割と多い

が，子どもの年齢が上がるにつれて減少する

傾向が見られる。 

・子育て支援施策に期待すること・重要なこと

は，就学前児童及び小学生ともに，「地域に

おける子どもの居場所の充実」が最も高い。

・子どもに関することで，日常悩んでいること，

あるいは気になることは，就学前児童で，「子

どものしつけに関すること」が最も高く，小

学生では，「子どもの教育・保育に関するこ

と」が最も高い。 

２ 子ども・子育て関連３法の方向性

①質の高い幼児期の学校教育，保育の総合的な提供

②保育の量的拡大・確保，教育・保育の質的改善

③地域の子ども・子育て支援の充実

芦屋市子ども・子育て支援事業計画の策定方針（スキーム） 

１．家庭における

子育てへの支

援 

２．母と子どもの

健康の確保と

増進 

３．豊かな心・健

やかな体を育

む環境づくり

４．仕事と子育て

の両立の推進

５．親子が安心し

て快適に暮ら

せる環境の整

備 

（１）良好な居住環境の確保 

（２）子どもにやさしい環境の整備 

（３）犯罪や事故から子どもを守るための環境
の整備 

（１）多様な子育て支援サービスの充実 

（２）子育て支援のネットワークづくり 

（３）ひとり親家庭の自立支援の推進 

（４）子育て家庭への経済的支援 

（１）食生活と健康 

（２）母と子どもの健康の確保 

（３）こどものこころのやすらかな発達の促進

（４）思春期保健対策の充実 

（５）小児医療の充実 

（１）次代の親の育成 

（２）家庭の教育力の向上 

（３）子どもの生きる力の育成に向けた学校の
教育環境等の整備 

（４）地域における子どもの居場所づくりの推進

（５）子どもの人権が尊重される取組の推進 

（６）障害児施策の充実 

（７）子どもを取り巻く有害環境対策の推進 

（１）保育サービス等の推進 

（２）仕事と子育ての両立を図るための意識啓発

子どもの
育ちの視

点 

親として
の育ちの

視点 

地域での
支え合い

の視点 

仕事と生
活の調和

実現の視
点 

すべての子ど

もと家庭への

支援の視 

基
本
的
な
視
点

基
本
目
標
・
施
策
の
方
向

１．家庭における

子育てへの支

援 
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３．すべての子ども
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４．仕事と子育て

の両立の推進 

（１）就学前教育・保育の体制確保

（２）幼・保・小の連携 

（１）配慮が必要な子どもへの支援

（２）地域における子どもの居場
所づくりの推進 

（３）安全・安心なまちづくり 

（１）仕事と子育ての両立を図る
ための環境の整備 

（２）産休・育休復帰を円滑に利
用できる環境の整備 
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基本理念  みんなで育てる芦屋っ子

～ あすを担うすべての子どもが 

しあわせに育つための 

やさしいまちづくり ～

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

Ⅰ Ⅲ ⅣⅡ

（１）多様な子育て支援サービス
環境の整備

（２）ひとり親家庭の自立支援の推進

（３）子育て家庭への経済的支援 

（４）母と子どもの健康の確保 

（５）子育ての悩みや不安への支援

（６）要保護児童への支援 

◎教育・保育の提供体制（幼稚園，保育所，認定こども園，

地域型保育）の確保の内容及びその実施時期(必) 

◎地域子ども・子育て支援事業の量の見込み・提供体制の

確保の内容及びその実施時期(必) 

◎教育・保育の一体的提供（幼稚園教諭と保育士の合同研

修など）及び当該教育・保育の推進に関する体制の確保

の内容(必) 

◎利用者支援（新規）(必) 

◎実費徴収に係る補足給付を行う事業（新規）(必) 

◎多様な主体が本制度に参入することを促進するための

事業（新規）(必) 

◎放課後児童クラブ(必) 

※を再掲とする 

◎労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られるよう

にするために必要な雇用環境の整備に関する施策との

連携に関する事項(任) 

◎産後の休業及び育児休業後における特定教育・保育施設

等の円滑な利用の確保に関する事項（任） 

◎地域子育て支援拠点事業(必) 

◎妊婦健診(必) 

◎乳児家庭全戸訪問事業(必) 

◎養育支援訪問事業，その他要支援児童，要保護児童等の

支援に資する事業(必) 

◎子育て短期支援事業(必) 

◎ファミリー・サポート・センター事業(必) 

◎一時預かり(必) 

◎延長保育事業(必) 

◎病児・病後児保育事業 (必) 

◎子どもに関する専門的な知識及び技術を要する支援に関

する都道府県が行う施策との連携に関する事項(任)※

４ 子ども・子育て支援法に基づく基本指針 【子ども・子育て支援の意義に関する事項】

○「子どもの最善の利益」が実現される社会を目指すとの考え方を基本とする。 

○障害，疾病，虐待，貧困など社会的な支援の必要性が高い子どもやその家族を含め，全ての子どもや子育て家庭を

対象とし，一人一人の子どもの健やかな育ちを等しく保障することを目指す。 

○子ども・子育て支援とは，保護者が子育てについての第一義的責任を有することを前提としつつ，地域や社会が保

護者に寄り添い，子育てに対する負担や不安，孤立感を和らげることを通じて，保護者が自己肯定感を持ちながら

子どもと向き合える環境を整え，親としての成長を支援し，子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じること

ができるような支援をしていくこと。そうした支援により，より良い親子関係を形成していくことは，子どものよ

り良い育ちを実現することに他ならない。 

○乳児期における愛着形成を基礎とした情緒の安定や他者への信頼感の醸成，幼児期における他者との関わりや基本

的な生きる力の獲得など，乳幼児期の重要性や特性を踏まえ，発達に応じた適切な保護者の関わりや，質の高い教

育・保育の安定的な提供を通じ，子どもの健やかな発達を保障することが必要。 

○子どもや子育て家庭の置かれた状況や地域の実情を踏まえ,幼児期の学校教育・保育，地域における多様な子ども・

子育て支援の量的拡充と質的改善を図ることが必要。その際，妊娠・出産期からの切れ目のない支援を行っていく

ことに留意することが重要。 

○社会のあらゆる分野における全ての構成員が，子ども・子育て支援の重要性に対する関心や理解を深め，各々が協

働し，それぞれの役割を果たすことが必要。 
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下線部は次世代計画から見直ししている部分

７ 芦屋市子ども・子育て支援事業計画 ○○○○○
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